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代表作一：《中轴线申遗 北京古城漾新韵》
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代表作二：《北京老胡同屋顶变身新型休闲胜地》
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代表作三：《北京雨燕见证中轴线生态保护》
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代表作一文字稿：

原文：
中国・北京市街の中軸線の文化遺産、古都の新たな魅力があふれる
【6月19日 CNS】現在、北京市を旅する時には、故宮（紫禁城、Forbidden City）や天安門広場（Tiananmen Square）などの観光名所を訪れるだけでなく、400年以上の歴史を持つ会館でお茶を楽しんだり観劇したり、明代の古刹で無形文化遺産の工芸を体験したりすることもできる。
北京の中軸線上の歴史的建造物が世界文化遺産に申請されたことで、この古い都の建物は次々と修復・保護され、また再利用され、北京の人びとの生活に溶け込んでいる。
北京の中心軸は、街のちょうど真ん中を南北に貫いている。南は永定門（Yongdingmen）から始まり、北は鐘鼓楼までの全長7.8キロだ。現存する伝統的な首都の中心軸としては世界で最も完全なものである。700年以上前の元王朝以来、北京市全体がこの軸線上に建設されてきた。
北京の中軸線は北京で最も特徴的な観光ルートであり、故宮、天安門、前門（Qianmen）などの有名な観光名所は全てこの軸に沿って配置されている。この中軸線は2024年の世界文化遺産として登録申請されており、もし登録が成功すれば、中軸線自体が北京で8番目の世界遺産となる。
近年北京は、中軸線の文化遺産申請を契機に、多くの重要文化財や歴史的建造物が修復され、文化遺産が歴史的な姿を取り戻し、再び活気と活力を取り戻すことが期待される。この計画には、遺産地区と緩衝地区の両方が含まれ、北京旧市街の65パーセントがカバーされている。これはまた、中軸線の修復とリニューアルが、古都北京に新たな面容を与えることを意味している。
3000年以上の歴史を持ち、現代中国の政治、文化、国際交流の中心でもある北京の、古都としてのリニューアルは、古代の建造物の修復や住民の生活環境の現代化だけでなく、美しい自然の景観と周辺の生態系の調和を兼ね備えるものだ。近隣地域のリノベーションは、歴史を継承しつつ、新たな活力を生み出している。
例えば、中心軸の北端の鐘鼓楼では、修復の過程で、「古いものは古いまま」という建築の原則を遵守するだけでなく、周辺の建物の高さを制限したり、古い北京の伝統的な邸宅建築様式「四合院（Siheyuan）」の屋根を修理したり、周辺の環境管理にも配慮し、鐘鼓楼の景観全体が大幅に改善され、鐘鼓楼地区の旧市街の特徴的な景観が再現されている。
また、前門の近くには、新しく建設された三里河公園（Sanlihe Park）と古い北京の伝統的な住宅街の路地「胡同（Hutong）」と水路が融合し、小さな橋や水辺の独特な景観が造られている。この地区の住民の生活環境を改善するとともに、「水辺と路地とが交じり合う」昔ながらの光景が再現された。
このほか、中軸の南端にある永定門を再建する際には、他の用途に使われていたオリジナルのレンガをわざわざ探し出し、元の原材料、元建っていた場所、元通りの外観という三拍子そろった修復と再建が実現した。
歴史的建造物の修復だけでなく、文化遺産が人びとの生活に役立つように、中心軸とその周辺の文化遺産資源の利用を活性化させることも非常に重要な課題である。
明・清時代に皇帝が天を祭った天壇（Tiantan）の、天を祭る楽曲と舞踊を司る神楽署（Divine Music Administration）の凝禧殿（Ningxidian）は、21年の修復・改修後、再び扉を開いて観光客を迎え、新たに研究され訓練された明代の祭りの儀式や宮廷舞曲の曲目が初めて披露され、観光客は天壇神楽署の歴史と中国数千年の儀礼舞曲の文化に触れることができるようになった。
天壇の東西を見渡すと、先農壇（Xiannongtan）が見える。ここは古代中国で農耕の神を祭った最高位の祭壇である。現在ここは、北京の第二環状道路内で唯一の農地が設けられ、農耕文化と季節を祝う文化の体験の場となっており、近隣の学校の重要な教育拠点となっている。
鐘鼓楼、天壇、永定門などの有名な場所に加え、北京の旧市街には、歴史的な趣があるのだが実はあまり知られていない古い建築物が数多くある。例えば、前門の界隈に残る明清時代に商人たちが集まった数多くの会館がそうである。
その中で、明清時代に顔料を商う外国人商人が逗留した青雲胡同（Qingyun Hutong）の顔料会館（Yanliao Huiguang）は、修復され、100席余りの小劇場となり、京劇、中国伝統の掛け合い漫才「相声（Xiangsheng）」、児童劇など多様な演目が上演されている。
ちなみに、この劇場では時折、近隣の住民への還元活動として、特別割引価格や無料での公演や映画鑑賞会を開催している。
景山（Jingshan）に隣接する慶雲寺（QingYun Temple）は、400年以上の歴史を持つ寺院で、修復後は「北京金石博物館（Beijing Jinshi Museum）」となり、民間のコレクターが所蔵する歴史的な印章や篆刻が展示されているほか、篆刻、拓本、無形文化遺産の工芸などを体験することができる。近年、北京の中心軸沿いには、古い建物を利用したカフェや博物館、書店、文化サロンなども多く誕生している。
「北京市文物保護協会」の孔繁峙（Kong Fanzhi）会長は、北京中軸線の世界文化遺産登録申請計画の初期から「北京中軸線の文化遺産登録申請は、古都北京の国際的な知名度を追求するためではない。700年前の元朝の都・大都の時代から、北京はすでに世界的に有名な国際都市だった。世界文化遺産登録は、北京という歴史的文化都市の保護、優れた歴史文化の継承、最終的には一般市民のために美しい都市環境を創造することにある」と強調していた。(c)
译文：
中轴线申遗 北京古城漾新韵

如今到北京旅游，除了参观故宫、天安门等名胜，你还可以在有400多年历史的会馆中品茶看戏，在明代古庙中体验非遗手作……因北京中轴线申报《世界遗产名录》，这座古城越来越多的古建筑被修复保护、重新利用，融入民众生活。

　　北京中轴线位于北京城市正中，南北指向，南起永定门，北至钟鼓楼，全长7.8公里，是世界上现存最完整的传统都城中轴线。从700多年前的元代开始，整个北京的城市建设都是以这条轴线展开的。中轴线也是北京最具特色的观摩路线，故宫、天安门、前门等名胜都位于这条轴线上。当前，北京中轴线已申报《世界遗产名录》，如果申遗成功，中轴线将成为北京第8项世界文化遗产。

　　近年，北京以中轴线申遗为契机，对一批重点文物、古建筑进行修缮，希望这些文化遗产能够重现历史风貌，再次焕发生机活力。中轴线申遗计划包括遗产区和缓冲区两部分，覆盖了65%的北京旧城。这也意味着对中轴线申遗区的修缮更新，将使古都北京焕发新的面貌。

　　拥有3000多年历史，同时又是中国现代政治、文化、国际交流中心的北京，其古城更新不仅要修复古建筑，对居民生活环境进行现代化改造，还要兼具自然景观优美，周围生态和谐。街区改造不但注重传承历史，也在创造新的活力。

　　以中轴线北端的钟鼓楼为例，钟鼓楼地区的建筑修缮不仅遵从“修旧如旧”的原则，还对周边环境进行了治理，如限制附近建筑的高度，整治四合院屋顶等，使钟鼓楼景观视廊得到极大提升，再现了钟鼓楼地区别具特色的老城风貌。而前门附近新建的三里河公园，胡同与水系相交融，小桥流水，别具景致。既改善了附近居民生活环境，也再现了古时该地区“水穿街巷”的景象。此外，重建已拆除的中轴线南端永定门时，北京市政府特意找寻已挪作他用的原有砖块，实现了永定门原材料、原位置、原样貌的恢复重建。

　　除建筑修缮外，如何活化利用中轴线及周边文化遗产资源，让文化遗产服务民众生活，也十分重要。

　　2021年修缮改造后的天坛神乐署凝禧殿重新开门迎客，首次为游客展示了新研究、排练的明代祭祀和宫廷宴飨曲目，让游客了解天坛神乐署的历史和中国数千年的礼乐文化。与天坛东西相望的先农坛，是中国古代专门祭祀农业之神的最高级别祭坛，如今这里有北京二环内唯一一块农田，成为农业文化、节气文化的体验场所，是周边学校重要的教学基地。

　　更多古建筑在修缮后，成为胡同里的公共空间。

　　除了钟鼓楼、天坛、永定门等名胜，北京老城区有大量古建筑颇具历史韵味却不为人所知。如，前门附近因明清时期商贾云集，而遗留大量会馆。其中青云胡同的颜料会馆，曾是明清时期外地颜料商人在北京的落脚处。经过修缮，颜料会馆成为拥有100多个座席的小剧场，引入京剧、相声、儿童剧等多类别演出。剧场不定时举办价格低廉甚至免费的演出、观影活动，回馈附近居民。修缮后的庆云寺位于景山旁边，这座拥有400多年历史的寺院，如今成为金石博物馆，展示民间收藏家珍藏的历史印章或篆刻作品，同时可供游人体验篆刻、拓印、非遗手作等。近年，北京中轴线沿线还涌现出不少古建筑里的咖啡馆、博物馆、书店、文化沙龙等。

北京市文物保护协会会长孔繁峙早在中轴线申遗之初曾讲到，北京中轴线申遗并不是为了追求北京古都的国际知名度，因为早在七百年前的元大都时期，北京就已经是蜚声世界的国际大都市。此次中轴线申遗，是希望通过申遗推动对北京历史文化名城的保护，对优秀历史文化的传承，最终为广大民众营造优美的城市环境。（完）
代表作二文字稿：
原文：
中国・北京の古い民家の屋上が新しいリゾートに変身
【8月2日 CNS】3000年の歴史があり、また王朝の都として800年の歴史を持つ古都「北京」には、高層ビルや幅広い道路だけでなく、歴史を旅することができる旧市街に密集した古い建築様式の民家「胡同（Hutong）」もある。それらは北京の中軸線に沿って点在し、あたかも旧市街の「血管」のようだ。
「古民家の屋根で過ごすのはとてもリラックスできて気持ちが良いです」、 初夏の風が頬をなでる胡同の屋上のカフェで、コーヒーを楽しむ女性・馬（Ma）さんはこう話す。
「三天不打、上房掲瓦」（直訳：3日叩かないと、子どもが屋根に登って瓦をはがす）とは北京のことわざで、わんぱくで言うことを聞かない子供を表現する時に使う。
　胡同の屋根の上で遊んだり、鳩笛の音色を聞いたり、飛行機を見たり、ナツメを木から叩き落したり、これらは胡同に住んでいた古い世代の北京人の共通の思い出でなのだ。
今日の北京人にとって、「屋根に上って瓦をはがす」ということわざは、さらに豊かな意味を持つようになった。
北京の中心部に位置する「什刹海（Shishahai）」は、旧市街で最も風情がある場所の一つだ。先ほどの馬さんがのんびり過ごしていたのは「自由地露営（自由なキャンプ場）」というカフェバーだ。
この店は「什刹海」に隣接する胡同の屋上にあり、「都市のキャンプ場」をテーマに、カフェレストランとパブを一体化した形態で多角的な営業をしている。通常のドリンクや軽食のほか、季節によって様々なサービスを提供する。春にはドレスアップして写真撮影、夏には野外映画鑑賞、秋には季節のスイーツ、冬には暖炉を囲んでお茶を楽しむなど、季節の特色を活かした趣向で人気の店だ。
この店の屋上から周囲を見渡せば、「什刹海」のキラキラとした湖面が目に入り、さらに遠くには、北京の中軸線に位置する鐘楼（Zhonglou）と鼓楼（Gulou）が眺望できる。
数学の教師である馬さんは「ここは他の店よりも開放的な眺めで自然に近く、仕事帰りにちょっと立ち寄ると心が癒されます。ストレス解消になり、北京の街の様子を特別な視野から眺めることもできます。店の多彩なサービスも体験感覚を高めてくれて、お気に入りの店です」と話す。
20世紀80年代以降、北京は「胡同」の修復と保護に着手し、2017年以降は、中軸線の保護を契機として、徐々に古い市街地の改修をさらに拡大してきた。
革新的な改修方法を採用し、伝統的な建築物を維持しながら、都市更新の新しいモデルを模索してきた。昔は住民たち共同の生活ペースだった「大雑院（胡同の大きな中庭）」は、温泉ホテル、有機菜園、ベーカリーなどに変貌し、胡同の屋上もまたさまざまな用途に利用されている。
カフェバー「自由地露営」の責任者・宋雪蓮（Song Xuelian）さんの話では、「什刹海」周辺だけでも胡同の屋上に4、5軒の店がある。それぞれ特徴があり、自然の景観で有名な店もあれば、料理や酒で有名な店もあり、そのほとんどが地元市民や観光客に歓迎されているという。春節（旧正月、Lunar New Year）などの伝統的な祭日の時期には、そのほとんどが満席となるそうだ。
ちなみに、中国外交部の汪文斌（Wang Wenbin）報道官は「胡同の屋上の新年の風情」と題した写真をSNSに投稿している。
「自由地露営」の隣には「什刹海景観区」と歩行者天国があり、この店はお客にとって街の喧騒の中で静かに休める場所となっている。
また、例えば中軸線の北側地区の胡同の奥にある「自如空間（自由な空間）」のように、胡同のさらに奥まった静かな場所には、ブックカフェ、集会室、茶館、光と影のアート空間など様々なジャンルの施設が存在する。
ちなみに「自如空間」の屋上テラスには、「胡同は静かな場所です。騒がず小声で話しましょう」という看板が出されている。
昔からの北京の住人・趙（Zhao）さんは「今の胡同は以前とは違っています。昔の大雑院はとてもにぎやかで、騒々しくさえありました。改修後の今では、市井のにぎやかさにあふれていたかつての胡同の一部は、現代的で商業的な方向へと変貌を遂げました。私たちもまた新しい生活に適応しています」と、胡同の変化を語る。
次々にやってくる地元客と観光客で、胡同には人の流れが戻って来たが、同時に潜在的な危険もはらみ始めた。多くの店が胡同の屋根の瓦の横に防護柵を設置し、瓦に登ったり踏んだりすることを禁止する安全標識や注意書きを掲げている。あるカフェの責任者によれば、こうした対策は安全上の理由であると同時に、胡同を保護するためでもあり、歴史的・文化的建造物である古い建物が破壊されないためでもあるという。
　業界アナリストは「都市の更新は長期にわたるダイナミックなプロセスであり、歴史的・文化的な文物の保存と社会経済的な発展のバランスをうまくとる必要がある」と強調する。 
　昨今の文化観光ブームによってもたらされた胡同の「屋根に登って瓦をはがす」ような新しい利用方法は、人びとに古い北京への郷愁を感じさせることができている。
　ただし、歴史ある北京の中軸線の新たな再生の過程で、「胡同」の改築については、新しいビジネスと住民の生活とのより良い融合を図るため、地元の状況に繊細な注意を払っていかなければならない。(c)
译文：
北京老胡同屋顶变身新型休闲胜地
作为一座有着三千年建城史，八百年建都史的古城，北京不仅有高楼大厦和宽阔的马路，还有密密麻麻横亘于老城、穿越历史光阴的胡同。它们遍布在北京中轴线周围，被看作老北京城的“血管”。

　　“‘上房揭瓦’的感觉很放松、很舒服。”初夏的北京微风拂面，马女士正在北京胡同的屋顶上喝着咖啡，享受时光。

　　“三天不打，上房揭瓦”原是北京的一句俗语，用于形容小孩调皮，不服从管教。在胡同屋顶上戏耍打闹，听鸽哨、看飞机、打枣，是那些住在胡同大杂院里老一辈北京人的共同回忆。

　　对于现如今的北京民众来说，“上房揭瓦”有了更丰富的含义。什刹海位于北京中心地带，是北京老城中最具风情的自然景观之一。马女士所在的自由地露营餐吧坐落于什刹海旁的胡同屋顶，这里以“城市露营风”为主题，集餐吧、咖啡厅和酒馆于一体。除日常供应的酒水、简餐外，餐吧还根据季节特色提供不同的服务：春天可以换装拍照，夏天能看露天电影，秋天提供时令甜品，冬天则可以围炉煮茶。

　　从自由地餐吧俯瞰，面前是波光粼粼的什刹海湖面，向更远处望去，可以观赏到中轴线上的钟楼、鼓楼。马女士是一名数学老师，她表示，这家餐吧与其他餐厅相比视野更开阔、更贴近自然，下班后来小坐，既能舒缓心情、缓解压力，还能寻觅到观察城市的特殊视角，多样化的服务也增加了体验感。

　　自20世纪80年代起，北京便开启对胡同的修缮保护。2017年以后，以中轴线申遗为契机，北京逐步加大老城区改造力度，创新改造方式，探索保留传统底蕴与城市更新兼顾的新模式。胡同里原本主要承担居住功能的大杂院，变成了温泉酒店、有机菜园、面包房，胡同屋顶的功能也变得多样起来。

　　据自由地餐吧负责人宋雪莲介绍，仅在什刹海附近，就有四五家开在胡同屋顶的店面。它们各具特色，有的以自然景观见长，有的以美食美酒闻名，大多受到市民和游客的欢迎。在春节等传统节日，这些屋顶小店几乎家家爆满，中国外交部发言人汪文斌曾在社交平台发布相关图片，将此称为“胡同屋顶上的年味”。

　　自由地餐吧旁是什刹海景区和步行街，这里对顾客们来说，可谓“闹中取静”。还有不少屋顶小店则开在更加静谧的胡同深处，比如中轴线北段胡同内的“自如空间”，承担书咖、会客厅、茶室、光影空间等多种功能。在自如空间的屋顶露台上，贴有“胡同宁静，轻声细语勿喧哗”等标识。

　　“这和以前不一样了，过去的大杂院是很热闹，甚至很嘈杂的。现在经过改造，有一部分原本充满市井气的胡同向更加现代、更加商务的方向转型，我们也在适应新的生活。”北京市民赵先生表示。

　　源源不断的客流和游人给胡同重新带来“人气”，也可能带来隐患。很多店家在胡同屋顶的瓦片旁竖起了保护围栏，贴上安全标识和禁止攀爬踩踏的提示。据一家咖啡厅的负责人介绍，这些提示一方面出于安全考虑，一方面也是保护胡同，让作为历史文化古迹的老建筑不被破坏。

业内人士分析称，城市更新是长期动态的过程，需要平衡好历史文化保护与社会经济发展的关系。“上房揭瓦”带来的文旅热潮留住了乡愁，让古老的中轴线焕发新生，未来，胡同改造还需更注重因地制宜和精细化，使新业态同民众生活更好融合。（完）
代表作三文字稿：

原文：

北京のアマツバメは中軸線の生態保護の証
【8月14日 CNS】「あまりの人気で、胸につけていた雨燕（アマツバメ）のバッジが誰かに取られてしまいました」、清華大学（Tsinghua University）教授で北京中軸線世界遺産登録申請文作成グループの責任者・呂舟（Lu Zhou）氏は、世界遺産登録決定の夜の熱狂ぶりを記者団にこう話した。
　雨燕のバッジは、世界遺産登録の一番人気の記念品となり、あっという間に空になったという。
　北京雨燕は、中軸線申請の最初のデジタル画像であり、この新しく世界遺産に登録された場所の固有種の鳥で、中軸線上の多くの建築物でその姿が見られる。北京雨燕は北京という地名から命名された世界で唯一の野生の渡り鳥だ。イギリスの鳥類学者ロバート・スウィンホー（Robert Swinhoe）が、1870年に北京の正陽門（Zhengyangmen）付近で初めてサンプルを採集したことからこの名が付いた。
　中軸線上に位置する正陽門は、雨燕が繁殖する上で最も重要な場所の一つで、城門や城壁に設けられた櫓（やぐら）の屋根には構造上狭い隙間がいくつもあり、雨燕にとって絶好の営巣場所となっている。この鳥は600年以上前からこの地で生息していると言われており、夕方になると正陽門など古い建物の上を群れながら飛び回る雨燕の姿が、あたかも北京の象徴のように映るため、北京の人たちから「北京の街の妖精」とも呼ばれている。
　野鳥写真の愛好家である顧（Gu）さんによると、北京雨燕の写真を撮る時は、正陽門のように伝美しい彫刻や色彩がほどこされた伝統的な建築物を背景に撮るのが最適だという。
　この「小さな妖精」は過去二度も生存の危機に瀕したことがあった。
　以前から北京の多くの古い建築物の軒下や屋根を支えるために柱頭に設ける組み物の間に鳥の巣が作られていた。しかし、古い建築物の保護のため、20世紀末から多くの文物保存に関わる組織が、鳥の糞による建物の汚染損傷の防止のため、鳥の巣が出来そうな場所の外側に防鳥ネットを張りめぐらせた。
　渡り鳥である雨燕は、自分用に設営した巣を頼りに渡ってくる。毎年3月末から4月初めにかけて、雨燕は南アフリカから1万キロ以上の長い飛行を経て北京に戻り、次の世代を繁殖させた後、また7月末から8月初めにかけて南アフリカに渡って行く。
　雨燕の足の指は4本が前向きになっていて、電線や枝につかまることができない。そのため古い建物や壁の隙間にしか巣を作ることができない。ところが北京の古い建物が改修され、防鳥ネットが張られたことで、雨燕の営巣場所は大幅に減少してしまった。
　そのため正陽門には、雨燕を研究し保護するため、防鳥ネットを設置しなかっただけではなく、やぐらの最上階には巣を常時観察するための数台のハイビジョンカメラを設置し、課題研究を続けている。
　北京雨燕の巣や糞から微生物のDNAを抽出することで、研究者たちは雨燕が歴史的建築物の木レンガや木材に与える影響の程度を分析した。そして彼らは「雨燕の糞や巣は木造建築物に実質的な影響を与えない」との結論を得た。それで正陽門は安心して雨燕を受け入れることができるようになった。
　またこの2年間でもう一つの危機があった。北京中軸線の世界遺産登録を進めるため、正陽門の門の上の物見やぐらやその他のやぐらを修繕する必要があったのだ。その修繕の過程で、どうすれば中軸線の文化ともいうべき生き物である北京雨燕を保護することができるのか、人びとに難題を突きつけた。
　文物保護の関係者、鳥類の専門家、野生動物救護センター関係者が共に議論を重ね、最終的に、正陽門の城郭の最上階にある雨燕の巣は、可能な限り「現状のまま」無傷で保存するという方針が決定された。たとえ修繕の過程で巣を移動させなければならなかったとしても、元の巣の位置を記録しておき、修繕が終わった後に元の場所に戻すことにした。
　正式な修繕作業が22年に開始されたが、当初6月に予定されていた木造構造部の作業は、ヒナの孵化のピーク時期を避けるため、1か月以上延期された。また修繕作業では雨燕の巣への出入りを妨げないよう、巣への通路も確保された。
　正陽門の雨燕の保護は、関係当局から「都市の生物多様性の保全の典型的な模範例」と高い評価を得た。
　こうした努力の積み重ねの結果、正陽門は長年にわたって北京の市街の中で雨燕が最も多く集まる場所の一つとなっている。地元のバードウォッチャーの中には、北京に雨燕が増えたと言う人もいる。(c)
译文：
北京雨燕见证中轴线生态保护
　“因为太受欢迎，我戴在胸前的那枚雨燕徽章，最后都被人摘走了。”北京中轴线申遗文本编制团队负责人吕舟向记者回忆道。7月26日，北京中轴线申遗成功，中国代表团的庆祝活动上，雨燕徽章成为最受欢迎的文创纪念品，被一抢而空。

　　北京雨燕是中轴线申遗的首个数字形象，也是新晋世界文化遗产——中轴线上的原住民。中轴线上的许多古建筑里都能找到雨燕的身影。它是世界上唯一以“北京”命名的野生候鸟，1870年由英国鸟类学家罗伯特·斯温侯（Robert Swinhoe）在北京正阳门地区首次采集到样本而得名。位于中轴线上的正阳门是北京雨燕繁衍最重要的栖息地之一，其城楼和箭楼楼顶的榫卯结构形成了许多狭小缝隙，为雨燕提供了得天独厚的筑巢场所。据悉，雨燕在此已经生活了600多年，在北京人眼里，傍晚成群盘旋于正阳门等古建上空的雨燕是北京的标志性景观，因此雨燕也被誉为“北京城的精灵”。鸟类摄影爱好者顾先生对记者表示，拍北京雨燕，一定要以正阳门这样的传统古建筑为背景，画栋雕梁与雨燕形成了一种和谐之美。

　　不过，这些“小精灵”们也曾两度遇到生存之危。

　　曾经，北京许多古建筑的屋檐下、斗拱间筑有不少鸟窝。但从20世纪末开始，为了保护古建，许多文物单位先后在古建的斗拱外拦起防鸟网，以防鸟类粪便造成古建污损。

　　作为候鸟，雨燕非常依赖固有巢穴。每年3月底4月初，雨燕都要从南非经过1万多公里的长途飞行回到北京，繁衍出下一代后，再在7月底8月初飞往南非。由于四趾朝前、无法握住电线或树枝，雨燕只能把巢穴筑在古建筑及墙体缝隙中。北京古建拆旧和防鸟网的加装，让雨燕的栖息之所大大减少。

　　为了保护雨燕，正阳门不仅没装防鸟网，还在城楼顶层吊装了数台高清摄像机，对雨燕巢穴进行不间断观测，进行课题研究。通过提取北京雨燕巢穴及粪便微生物DNA，研究人员分析了雨燕对砖木古建筑的影响程度。最终得出，“雨燕粪便和巢穴对木质古建不构成实质性影响”的结论。因此，正阳门可以放心地为雨燕敞开怀抱。

　　而雨燕的另一次生存危机则发生在近两年。为了助力北京中轴线申遗，正阳门的城楼和箭楼都需要修缮。在修缮的过程中，如何保护好北京雨燕这一中轴线上的活态文化，让众人犯了难。

　　文保人员、鸟类专家和野生动物救护中心人员经过共同探讨，最终决定，正阳门城楼顶层的雨燕巢穴尽量“原封不动”。即使在修缮过程中不得不挪动巢穴，施工方也要记录好具体位置，在修缮结束后，将巢穴完整地摆回原位。此外，2022年，修缮工作正式开工，但为了避开雨燕幼鸟孵化的高峰期，原定6月初开工的木结构修缮工程被延后一个多月。在修缮过程中，施工方还为雨燕保留了进出巢穴的通道，以免扰乱雨燕的回家路。

　　正阳门对雨燕的保护被有关部门评价为“城市生物多样性保护的典型案例”。在这份努力之下，正阳门多年来一直是雨燕在北京城区的最大聚集地之一。有鸟类观测者表示，现在北京城的雨燕又多起来了。（完）

